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特

　集

社会福祉研究問題をひも解こう！
（第21回社会福祉研究交流集会合宿研究会 概要報告）
神奈川県立津久井やまゆり園殺傷事件を社会福祉問題として考える（後編）

食の権利を守り、おいしく・たのしく

【材料】（４人分）
新じゃが 2個
新玉ねぎ 1/8玉
絹さや 適量

ミートボール（市販品でOK！）
（調味料）
穀物酢 大さじ２　　

三温糖 大さじ１　　
塩 小さじ0.5
濃口醬油 小さじ１

【作り方】
①新じゃがは泥を落としてきれいに洗います（皮は好みでOK！）。８等分して水にさらします。
②新玉ねぎは薄くスライスして水にさらします。
③調味料を合わせて煮立たせ、酸味が飛んだら冷ましておきます。
④新じゃがの水気をとって170℃の油で色よく揚げます。ミートボールも同様に揚げます。
⑤新玉ねぎは軽く絞り調味料に漬け置きます。
⑥⑤に揚げた新じゃが、ミートボールを加えて馴染ませます。
⑦30分ほどおいて、器に盛りつけ、絹さやを添えたら完成。

春の足音が近づいてきましたね。心わくわく、新じゃがのおいしい季節がやってきました。新
じゃがは皮も薄くてそのまま食べると香ばしい香りがします。今回はこどもたちが大好きな揚
げたてのポテトにミートボールを加えた特別版。春らしくさっぱりした南蛮風を味わってみて
ください。ミートボールをワカサギ（唐揚げ）にすると、魚嫌いな子でも大喜び間違いなし！

豊里学園（大阪市旭区）　調理員　松尾　勳

いただきます！

新じゃが南蛮
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「わらじ医者の女房」早川ゆきのエッセイが絵本に！

『寒　月』
かん　　げつ

定価　2,000円+税
（80ページ　フルカラー　上製本）

エッセイ　早川　ゆき
画　神門やすこ

忘れられないあの頃、どうしても伝えておきた
いことがある──「わらじ医者の女房」早川ゆ
きのエッセイに『福祉のひろば』の表紙画でお
なじみの神門やすこが一つひとつのエピソード
に込められた思いに共感し、描き下ろしの画を
添えて、一冊のすてきな絵本が誕生しました！

点字を舌で読みます／落ちていたりんご／死に待ち
私の夢、手話通訳／ぼてと端切れ／天井から落ちてきた子鼠
ぎおんさんどすなあ／或るさわやかな別れ
おかずに詰まれば豆腐汁／ぬきそ／初午／出里決戦
まわりの人と心／喫茶去／安ちゃん／寒月／利休鼠の雨
病い上手な死に下手／或る死／Ａさんのこと／ホシバル
しまい天神／お茶のお正月／最後をどの様に迎えてもらうか
芒／衣笠歳時記「おことさんで」／いのち

＊おもな内容＊

好評発売中！



　白川郷は1995年12月「白川郷・五
ご か

箇山
やま

の合掌造り集落」としてユネスコの世界遺産（世界
文化遺産）へ登録。岐阜県白

しらかわむらおぎまち

川村荻町、富山県平
たいらむらあいのくら

村相倉、同県上
かみたいらむらすがぬま

平村菅沼の合掌造り集落がそ
の対象です。そして白川郷は日本国内だけではなく、世界中から注目を集めます。
　「合掌造りと呼ばれる独特の家の造りは、豪雪地域という厳しい自然環境とこの地の伝統的
な生活文化によって生まれました。現在も、この周囲の自然環境の調和した遺産のなかで人が
生活し、独特の風景を私たちに見せてくれます」（日本ユネスコ協会連盟のHPより）
　１月半ば。台湾や中国から来た家族連れがたくさん押し寄せていました。
� （写真は荻町のメイン通り）

白川郷──岐
ぎ ふ

阜県
け ん

白
し ら か わ む ら

川村荻
お ぎ ま ち

町





　現在の合掌造り家屋は、江戸時代中期から昭和初期まで白川村から富山県の五箇山地区にか
けて建てられたものです。古い建物で築300年と言われています。しかし、昭和20年代から
始まった庄

しょうがわ

川流域の電源開発によるダム建設により集落が水没するなどして次第に減少してい
きました。さらに、小集落の集団離村や火災による焼失もあり、合掌家屋の多くが転売され、
あるいは消失しました。1924（大正13）年に約300棟あった合掌造り家屋は、1961（昭和
36）年には190棟にまで激減。
　こうしたなか、昭和40年代に荻町集落の地域住民が、このままでは遠からず白川村の合掌
造りがなくなってしまうという危機感を抱き、集落内から保存する動きが出てきました。
1971（昭和46）年には、地域内の資源を「売らない」「貸さない」「壊さない」の３原則を掲げ、
「白川郷荻町集落の自然環境を守る会」を全住民の総意で発足、保存活動を展開し始めました。
これらの保存活動が認められ、1976（昭和51）年に国の重要伝統的建造物保存地区に選定さ
れ、1995（平成７）年には世界遺産に登録されました（白川村ホームページより）。



　

雪
下
ろ
し
を
し
て
い
る
高
齢
者
を
見
か
け
ま
し
た
。
白
川
村
の
高
齢

者
率
は
三
〇
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

中
国
人
旅
行
者
の
日
本
の
東
海
地
方
で
の
人
気
第
一
番
が
白
川
郷
だ

そ
う
で
す
。
産
業
別
の
従
業
員
数
の
三
三
・
七
％
が
宿
泊
飲
食
業
（
二

〇
一
四
年
）。
荻
町
の
割
合
は
も
っ
と
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
時
は
消
滅
し
か
け
た
合
掌
造
り
の
集
落
は
、
い
ま
観
光
に
支
え
ら

れ
て
な
ん
と
か
維
持
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
暮
ら
し
て
い
る

の
は
高
齢
夫
婦
や
高
齢
独
居
世
帯
で
す
。
か
つ
て
の
よ
う
な
合
掌
造
り

に
暮
ら
す
大
家
族
は
見
か
け
ま
せ
ん
。
生
活
様
式
も
農
村
社
会
も
大
き

く
変
容
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。�

（
写
真･

コ
メ
ン
ト　

下
野
祇
園
）

※
関
連
記
事
が
四
八
頁
に
あ
り
ま
す
。
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養成校の衰退は、
　　社会福祉の衰退
　

　　鴻
こうがみ

上　圭
けいた

太	

今
、
保
育
、
介
護
に
関
す
る
資
格
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

保
育
士
や
介
護
福
祉
士
の
国
家
資
格
と
併
せ
て
、
保
育
分
野
で
は
「
子
育
て
支
援
員
」
研
修
が
す
で
に
お
こ

な
わ
れ
、
介
護
分
野
で
は
「
介
護
入
門
研
修
（
仮
）」
と
い
う
も
の
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
十
数

時
間
の
研
修
で
、
人
件
費
が
安
く
済
む
人
材
を
て
っ
と
り
早
く
養
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
国
家

資
格
で
あ
る
保
育
士
や
介
護
福
祉
士
資
格
に
お
い
て
も
、
養
成
校
に
行
か
な
く
て
も
資
格
取
得
で
き
る
道
が
以

前
か
ら
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
背
景
に
は
保
育
・
介
護
現
場
の
人
手
不
足
の
問
題
が
あ
り
、
そ
れ
を

補
う
人
材
養
成
の
し
く
み
で
す
。

そ
も
そ
も
保
育
・
介
護
分
野
に
お
け
る
現
場
の
人
手
不
足
は
、
賃
金
の
問
題
が
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
賃
金
は
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
に
規
定
さ
れ
た
補
助
金
や
報
酬
と
い
う
か
た
ち
の
事
業

所
収
入
が
元
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
人
手
不
足
→
て
っ
と
り
早
い
人
材
養
成
は
ま
さ
に
マ
ッ
チ
ポ
ン
プ
な
状

態
な
の
で
す
。

家
庭
経
済
の
状
況
に
目
を
む
け
る
と
、
親
の
収
入
と
子
の
進
学
先
に
は
、
は
っ
き
り
と
差
が
出
て
い
ま
す
。

二
〇
一
四
年
度
の
学
生
支
援
機
構
調
査
に
よ
る
と
、
四
年
制
大
学
と
短
期
大
学
に
子
を
通
わ
せ
て
い
る
家
庭
の

年
収
を
比
較
す
る
と
、
二
〇
〇
万
円
程
度
の
差
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
短
期
大
学
に
子
を
通
わ
せ
て
い
る
家
庭

の
う
ち
、
年
収
が
五
〇
〇
万
円
以
下
は
三
七
％
に
も
な
り
ま
す
。
二
〇
〇
万
円
以
下
も
一
〇
％
弱
い
ま
す
。
奨

学
金
の
「
給
付
型
」
は
ご
く
わ
ず
か
で
、「
貸
与
型
」
や
学
資
ロ
ー
ン
が
中
心
で
す
。「
貸
与
型
」
は
卒
業
後
返

還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
よ
っ
て
、
特
に
介
護
福
祉
士
養
成
校
で
学
ぶ
学
生
が
激
減

し
て
い
ま
す
。
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こうがみ　けいた

　大阪健康福祉短期大学介護福祉学科教諭。
　�著書（共著）『未来につなぐ療育・介護労働』（クリエイツかも
がわ・2014年）

私
は
介
護
福
祉
士
を
め
ざ
す
学
生
と
と
も
に
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
学
生
は
、
介
護
に
つ
い
て
の
学
問
を

し
っ
か
り
学
び
、
介
護
現
場
で
自
分
の
力
を
活
か
し
た
い
と
考
え
て
い
て
、
学
習
に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
る

姿
が
見
て
と
れ
ま
す
。
し
か
し
、
学
費
の
こ
と
、
毎
日
の
生
活
費
の
こ
と
は
ま
ま
な
ら
ず
、
多
く
の
学
生
が
放

課
後
及
び
土
日
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
す
。
夜
遅
い
時
間
帯
に
な
る
ほ
ど
時
給
が
上
が
り
ま
す
の
で
、
学

生
は
つ
い
つ
い
長
時
間
の
勤
務
に
入
り
、
し
ば
し
ば
授
業
に
影
響
が
出
て
し
ま
う
と
き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

教
室
外
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
二
年
間
の
学
修
に
お
い
て
学
び
を
支
え
る
大
変
貴

重
な
体
験
で
あ
る
た
め
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
実
施
が
む
ず
か
し

い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
二
年
間
、
養
成
校
で
学
ぶ
意
義
は
大
き
い
の
で
す
。
そ
れ
は
保
育
や
介
護
な
ど
の
社
会
福
祉
実
践

で
求
め
ら
れ
る
専
門
性
が
非
常
に
高
い
か
ら
で
す
。
学
校
で
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
い
て
共
に
学
び
合
え
ま
す
。

一
人
で
は
理
解
が
困
難
な
こ
と
、
ど
う
解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と

議
論
を
交
わ
し
共
に
学
ぶ
こ
と
で
そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
教
職
員
、
養

成
校
Ｏ
Ｂ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
は
、
新
た
な
知
見

や
価
値
観
、
物
事
の
見
方
の
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
れ
ら
が
、
こ
れ
か
ら
出
会
う
介
護
を
必
要
と
す
る
方

の
内
面
の
動
き
に
気
づ
き
、
確
か
な
支
援
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
の
力
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。
こ
れ
ら

が
ま
さ
に
養
成
校
で
学
ぶ
意
義
な
の
で
す
。

社
会
福
祉
に
関
す
る
資
格
養
成
校
の
衰
退
は
、
社
会
福
祉
の
衰
退
に
つ
な
が
っ
て
い
く
問
題
な
の
で
す
。
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第21回社会福祉研究交流集会合宿研究会特集

◆
国
家
は
、
誰
の
た
め
に
、
何
を
す
る
の
か

ま
ず
第
一
は
、
国
家
の
役
割
や
国
家
主
権
が
再
構
築
の
転

換
点
に
入
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
の

社
会
学
者
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ト
ッ
ド
は
、
戦
後
、
一
九
五
〇

～
八
〇
年
の
高
度
成
長
期
、
一
九
八
〇
～
二
〇
一
〇
年
の
経

済
的
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
期
を
経
て
、
今
、
第
三

の
局
面
に
入
っ
て
き
て
い
る
、
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
で
は
、
不
平
等
の
拡
大
、
支
配
的
な
白
人
グ
ル
ー
プ
に

お
け
る
死
亡
率
の
上
昇
、
社
会
不
安
の
一
般
化
な
ど
の
結

果
、
内
政
重
視
の
揺
り
戻
し
が
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
象

徴
し
て
い
る
の
が
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
や
バ
ー
ニ
ー
・
サ

ン
ダ
ー
ス
の
よ
う
な
大
統
領
候
補
の
登
場
。「
Ｅ
Ｕ
離
脱
」

第
二
一
回
社
会
福
祉
研
究
交
流
集
会
合
宿
研
究
会

特 集

社
会
福
祉
研
究
の
課
題
と
方
向
性

　
　

─
承
認
と
ケ
ア
の
倫
理
に
も
ふ
れ
て
─

石
倉
　
康
次
（
総
合
社
会
福
祉
研
究
所
理
事
長
）

総
合
社
会
福
祉
研
究
所
で
は
、
社
会
福
祉
研
究
の
課
題
や
方
向
性
に
関
す
る
「
合
宿
研
究
会
」
を
、
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催

し
、
夏
の
研
究
集
会
の
企
画
に
生
か
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
三
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
ま
し
た
。「
貧
困
問
題
研
究
の
実
相

と
課
題
」（
丹
波
史
紀
さ
ん)
、「
第
二
ス
テ
ッ
プ
の
福
祉
産
業
化
の
行
き
着
く
先
」（
黒
田
孝
彦
さ
ん
）、
そ
し
て
「
社
会
保
障
の

公
的
責
任
論
の
今
日
的
意
義
」（
濱
畑
芳
和
さ
ん
）
で
す
。
さ
ら
に
「
養
成
学
校
定
員
充
足
率
の
実
態
」
を
鴻
上
さ
ん
、「
公
的

福
祉
論
と
社
会
福
祉
法
人
制
度
の
見
直
し
問
題
」
を
茨
木
さ
ん
に
補
足
報
告
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ひ
ろ
ば
で
は
概
要
報
告
に

と
ど
め
、
研
究
紀
要
で
全
容
を
紹
介
し
ま
す
（
研
究
紀
要
は
電
子
書
籍
で
無
償
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）。

私
か
ら
は
、
ま
ず
社
会
福
祉
研
究
を
考
え
る
う
え
で
、「
今
、
私
た
ち
が
ど
う
い
う
地
点
に
立
っ
て
い
る
の
か
を
示
す
ポ
イ

ン
ト
」
と
し
て
四
点
を
指
摘
し
、
討
論
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


